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第 1 章では、まず、日本の英語教育において生きたことばを習得するための諸条件を考察する目的 








「言語発達段階」 「言語成熟段階」の 3 つに分類する提案を行った。それは、第 3 章で考察した「同 






第 2 章では、日本の英語教育において生きたことばを習得するための条件を7 つの側面から考察し 
た。











第 2 節では音声言語の処理過程を考察した。前半では f is現象を取り上げ、母語獲得過程の音声言 
語の処理機構について考察した。後半では、前半で考察した音声処理機構だけでは説明できない言語 
現象を取り上げ、幼児の音声処理方略について検討した。前半の f is現象の分析では、集めたデ一夕 























しながら、意 識 • 注 意 • 気づきの問題は、定量化することが難しいために、認知心理学の分野におい 
てもこれまでに扱われることは少なかった。最近になって、意識•注意に関する研究が徐々に増えつ 
つある。また、意 識 • 注意との関連で、さほど多くはないものの、気づきについても扱われるように 
なってきている。このような流れの中で、本論文の第3 章で考察する「同期」「統合」「調整」の神経 
機構との関連で、意識 • 注意 • 気づきを捉えることは、母語獲得と第二言語習得における意識 • 注 意 • 
気づきの相違を考える上で、非常に有用である。













第 6 節は、言語習得との固連でワーキングメモリモデルを扱った。 ワーキングメモリについては、 







第 7 節では、言語習得との関連でP D P モデルを取り上げた。まず、馴染みの少ないP D P モデル 
を紹介し、次に、P D P モデルで何が説明できるか具体的な言語現象を基に解説し、その後、P D P モ 







第 2 章における言語習得過程で共通原理が作用しているという考察を受け、第 3 章では、日本の英 
語教育において生きたことばを習得するための諸条件を実現する神経基盤として、「同期」「統合」「調 
整」の 3 つの神経機構を考察した。「同期」「統合」「調整」をそれぞれ独立した節で取り上げ、関連 
する言語現象を分析することにより、言語習得を支える脳の仕組みについて検討した。

















第 2 章で考察した生きたことばとして英語を習得するための諸条件、及び第 3 章で考察した英語習 
得の諸条件を支える3 つの神経機構を踏まえて、第 4 章では、実際の英語教育への応用可能性を検討 
している。
第 1 節では、「同期」 「統合」「調整」と英語教育の関係を取り上げた。日本の英語教育において、 
本論文のテーマである生きたことばを習得するために、どのように「同期」「統合」「調整」を活用す 
ればよいのかを、具体的な指導法を紹介しながら検討している。
第 2 節では、小学校英語教育において書記英語の果たす役割、及び音声英語と書記英語の問係を、 












英語を生きたことばとして習得するためには、「同期」 と 「統合」の神経機構がうまく作動し、その 
上に、「調整」の神経機構に基づく気づきが機能することが必要条件であることを指摘している。
第 5 節では、これからの日本の英語教育のあり方について考察している。本節では、まず、第 1 節 
で取り上げた7 つの条件を詳しく検討している。そして次に、この7 つの条件を踏まえ、生きたこと 
ばを習得するための望ましい小 • 中 • 高 • 大の連携のあり方を考察し、日本の英語教育を抜本的に改 
革するためには、本論文で考察した「同期」「統合」「調整」の神経機構をうまく活用しながら、生き 
たことばとしての英語の習得をめざし、幼 • 小 • 中 • 高.大において一貫性のある英語教育を実施す 
ることが、重要かつ緊急の課題であることを指摘している。
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である。この三つの段階が、第 3 章で考察する「同期」 「統合」 「調整」の神経機構と密接に関係す 
ると論者は主張している。
第 2 章では、日本の英語教育において生きたことばを習得するための諸条件について、考察してい 
る。まず、意味の獲得については、ダマジオ • ダマジオ（1992)の神経心理学の研究成果を踏まえ、こ 
とばの意味とは特定の神経細胞に情報として蓄えられている個別の情報ではなぐ様々な感覚器官の 




える側に必要であると論じている。次に扱う音声言語の処理過程では、f i s 現象を取り上げ、背景に 
ある音声言語処理機構を考察し、音声のモニター回路として、外部音声処理回路とは別に内部音声処 












及び、意 識 は 「意識」と 「無意識」の二元論的視点で捉えるのではなく、相対的に捉えた方が妥当と 
述べている。この意識の相対性という視点は、言語運用に関わる自動化と意識化の問題を扱う際に役 
立つと考えている。また、神経機構との関連で意識 • 注 意 • 気づきを捉えることは、母語獲得と第二 






















第 3 章では、第 2 章における考察を踏まえ、言語習得過程で機能していると考えられる三つの神経 











いる。次に、ヘレン • ケラーを取り上げ、彼女の言語機能が回復した理由を、 「統合」により言語体 
系が再編されたことによると分析している。これらの考察を踏まえ、 「同期」の特徴である全体的処 
理 か ら 「統合」の特徴の分析的処理への移行が、言語発達を促進することを考察すると同時に、 「同 
,期」は 「統合」が作用するための前提条件であると述べている。さらに、手話の獲得過程においても、 




















語を習得するための小 • 中 • 高 * 大の連携のあり方について考察し、日本の英語教育を抜本的に改革 
するためには、本論文で考察した「同期」「統合」「調整」の神経機構をうまく活用した授業が行われ 
るべきであると述べている。小学校にも英語の授業が導入され、まさに英語教育が変わろうとする時
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期にふさわしい、的を射た論を論者は展開している。
神経科学分野への論者の深い関心は、本論文の随所で生かされており、本論文の説得性に貢献して 
いるだけでなく、この分野をこれから研究する人にとって、貴重なアプロ一チでとなることが期待さ 
れる。
以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認めら 
れる。
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